
◆炎症性腸疾患とは？ 

・炎症性腸疾患は腸に炎症や潰瘍を生じる原因不明の慢性疾患です。

・具体的には潰瘍性大腸炎とクローン病があります。

・いずれの病気も再燃と寛解を繰り返す病気で、最近 10年間で患者数は 2倍以
上に増加しています。

（2014年度全国患者数：潰瘍性大腸炎…約 17万人、クローン病…約 4万人）



◆IGATA NET（いがった ねっと）とは？ 

・増加の一途を辿っている炎症性腸疾患患者さんを対象に、地域で包括的に診て

いくネットワークとして 2015年より IGATA NETを立ち上げました。
・「いがった」＝山形弁で「よかった」という意味ですが、連携に関わる医師、患者と

もに「よかった」と思えるようにとの思いを込めました。

・このネットワークを構築することで、基幹病院（急性期/増悪期医療）、かかりつけ
医（寛解期医療）が一体となり、切れ目のない質の良い医療サービスの提供が可能

となります。



◆どこを受診したら良いの？（※今後も順次、増やしていく方針です）

・山形市内の連携可能医療機関は 2017年 7月現在、以下の通りとなっています。



◆炎症性腸疾患を患っている患者さんへ

・炎症性腸疾患は一般的な消化器疾患とは違い、ずっと付き合っていかなければ

いけない病気で、専門性が高い病気でもあります。

・途中で治療が途切れてしまうと再燃し重症化してしまう危険があります。

・IGATA NETを通じ、炎症性腸疾患患者さんにとって、より安心して暮らすこ
とができる社会を目指していきます。


